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論文内容要旨
 eongoRed試験の臨床的応用について,①Amyloidoslsの診断法である,②網内系機
 能検査法である,③単なる肝機能検査法である,などの諸説があげられている。私は,本法の
 意義について検討するため,実験動物として家兎とラットを用いAmyloidosisを作成して
 OongoRed試験を施行し,さらにAmyloidosis5例にGongoRed試験を行い,組織所見と
 の比較検討を加え,また,IudocyanlneGreen試験と本法との比較検討を行った。Casei血
 注射によるAmyloidosisの作成は,ラットではほとんど成功しなかったが,家兎では,脾・腎
 ・心にAmyloidの沈着を認めた。しかし,Amy}oidの沈着は軽度で,OongoRed指数の異
 常値(1時間後の著明吸収)を認めず,しかも,非沈着家兎との間にも有意の差は存在しなかっ
 た。Amyloldosisは5例で,すべて,ほぼ正常のOongoRed指数を示し,著明吸収例は認
 めず,広範囲の組織・臓器にAmyloidの沈着を認めるPrimaryAmyloidosisの1例
 では,肝にも沈着を認めたが,Disse腔には,著明な沈着は存在せず,それが・OongoRed
 の異常吸収を及ぼさなかった原因と考えられる。Amyloidosisの診断法の1つとして,古くから,
 00ngoRed試験が用いられているが,falseposltiveは認められず,OongoRedが90
 %以上吸収されたら,Amyloidosisの診断は確実とされる。しかし,falsenegativeが多
 いので,確定診断は生検に依存されている。各種肝疾患患者に施行したGongoRed試験の結果
 は,80%以上に障害値(1時間後の血中停滞異常)を認め,また,IndocyanineGreen試験を
 組織学的所見と対比すると,肝障害度を比較的よく反映しているが,肝硬変症以外では,両試験間
 の有意の相関は認められなかった。OongoRedの排泄障害の一因子として,肝組織障害による
 肝血流量の低下が指摘され,それがGongoRed試験を肝機能検査法とする理由の1つである。
 肝の排泄経路には,肝細胞系と肝星細胞系とがあり,Ind・cyanineGreenの排泄は前者に属
 する。われわれがすでに明らかにしたOongoRedの血中動態の研究によると,静注されたGo-
 ngoRedは,肝星細胞(Kupffer細胞)に選択的に取り込まれ,色素の消失は,その貪食能
 により影響される。しかも,OongoRedの一部は微量ながら,他の網内系細胞にも摂取され
 る。したがって,CongoRed試験は広義の肝機能検査法のカテゴリーに入れることは可能で
 あるが,星細胞の機能は,貪食を主とした網内系の機能であり,一般的な肝機能とは本質的に異
 なるものである。以上より,OongoRed試験は,色素の異常吸収の存在によりAmymoidosis
 の補助的診断法として有用であるが,組織・臓器へのAmyloidの沈着が軽度の場合及び肝
 Disse腔への沈着が著明でない場合には,その診断的意義は少ない。一方,OongoRed
 試験には,色素の血中停滞異常(排泄障害)が存在し,それは,とくに肝硬変症の場合には,他
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 の色素排泄試験と同様に,肝線維化に伴う肝血流低下が原因となる。しかし,他の肝疾患では,
 IndocyanlneGreenの排泄率とは相関は認められず,GongoRedの血中動態の追求によ
 り,OongoRed試験は単なる肝機能検査法ではなく,肝星細胞を中心とした網内系の機能検
 査法であると考えられる。
騨
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 審査結果の要旨
 CongoRed試験の臨床的意義については,Amyloidosisの診断法であるとか,網内系の機能
 検査法であるとか,単なる肝排泄機能検査法であるとか,などの説がある。著者は,GongoRed
 の血中動態の解明により,本法は網内系,ことに肝星細胞の機能検査法として用いられることを
 認めたが,Amyloldosis診断の臨床的意義を検討するため,実験動物にAmyloid・sisを作成し
 てOongoRed試験を施行し,さらに5例のAmyloidosis患者にCongeRed試験を行った。す
 なわち,実験例及び臨床例ともにGongoR、edの著明な吸収は認められなかったが,これは実'験
 例ではAmyloidの沈着が軽度であったことと,臨床例では肝Dlsse腔へのAmyloidの沈着が存
 在しなかったのが原因と考えられる。
 また,著者は肝排泄機能検査法との比較検討を行うため,各種肝疾患患者にIndocyanineGreen
 試験と00ngoRed試験を施行した。肝硬変症においては,危険率5%以下で両色素試験に有意の
 相関牽認めたが,他の疾患では全く相関を認めず,組織学的所見と比較しても,Indocyanine
 G・reen試験は肝組織障害度をよく反映するが,GongoRed試験はその傾向を示さない。これは
 '肝硬変症では,肝線維化による肝血流量の低下が存在し両色素の血中排泄を相関して遅延させる
 と考えられる。
 00ngoRed試験操作ミスに溶血があるが,ヘパリン添加注射器で肘静脈より採血する変法を試
 み溶血は完全に防止できた。また,溶液の精製を吟味すれば副作用は認められず,安全に行える
 検査法である。
 GongoRed試験は,色素の血中停滞異常と異常吸収に診断意義があり,前者は肝血流量に影響
 されるが,網内系の機能をあらわし,後者はAmyloidosisの診断に有用であるがfalsenegative
 が多い。したがって,OongoRed試験は,Amyloidosisの絶対的診断法にはならないが、Amy-
 loidosisの成因として,網内系の機能異常が考慮されるので,Amyloidosis診断のためには,必
 ず施行すべき検査法の一つと考えられるる
 上記の論文内容は学位を授与するに値するものと認める。
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